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財団法人オイスカの「人を育てる」開発支援 
―ネオリベラリズムへの批判を超えた NGO による主体形成の考察― 
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In recent years, social scientists have criticized international aid NGOs for 
advancing neoliberal agendas. In this paper, I focus on a Japanese NGO called OISCA 
that comes out of a Shinto-based new religion in order to offer a case for which 
critiques of neoliberalism do not quite apply. I examine (1) the historical relationships 
between OISCA and governmental actors, and (2) forms of subject formation in the 
trainings that are based on a concept of subject-object mutuality. This perspective is 
possible due to attention to relations between religion and NGOs, and it proposes a 
new direction beyond critiques of neoliberalism in NGO research. 
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Ticktin 2010, Redfield 2006］や非政府組織（Nongovernmental organization, 
NGO）で働く人たちが直面する理想と実践のギャップによるジレンマ

























































































































































































































専門誌の中外日報が共催して 1961 年に精神文化国際会議を開催した。	 
中野與之助の後継者でありオイスカの現会長である中野良子が書いた




自覚させること」を 28 ヶ国からの 100 名を超える参加者の共通の理念とす







この会議と 1961 年 10 月に開催された第二回の会議の結果、オイスカの
前身である精神文化国際機構（International Organization for Cultivating Human 
Spirit, IOCHS）が設立された。しかし、IOCHS は情報発信や文化交流を通し
て 人 類 精 神 を 世 界 中 に 推 進 す る 国 際 機 関 と し て 創 立 さ れ
［OISCA-International 1961］、開発支援を行うオイスカが誕生するのは数年
後のことであった。	 
その後、毎年 1、2 回の頻度で精神文化国際会議が開かれ、1965 年に IOCHS






















2007 年に日本の NGO のネットワークを管理している国際協力 NGO セン
ター（JANIC）が実施した調査の報告では、日本の 270 以上の NGO のうち
オイスカは 2 番目に古い国際支援活動を目的とした NGO であり、2004 年の
時点で、収支規模は 12 億 7 千万円を超えて上位 5 団体のうちに入っていた
［JANIC 2007］。NGO を支援する制度がほとんどない時代からオイスカは
どのようにここまで発展することができたのだろうか。 


























































































































迷惑だ」と公使や参事官に嫌がられたという［2009 年 12 月、オイスカ東京







では NGO の発展が説明できないと言える。 
更にオイスカは 1972 年から国庫補助金を受けとることになり、初年度の
3 千 700 万円は 1985 年にはその数倍になっていたが、オイスカの年次財務







た「NGO 研究グループ」が実施した 1983 年の調査では政府資金と ODA を
受けとっている団体としてもオイスカは例外的に自主的な活動を行ってき



































みたい。1999 年に JICA が行った「人造り」概念の整理によると、人的資源

















































































































最後にラジオ体操がある。11 ヶ月の研修のはじめの約 2 ヶ月の基礎研修
期間中はジョギングもある。長年海外の研修センターで働いてきた職員へ
のインタビューによると、リーダーになるには規律訓練で鍛えられた精神









































































































































宗教と社会貢献 Religion and Social Contribution 2011.10, Volume 1, Issue 2: 23-48. 
 46 










鮎沢英行 2002 「開発団の先陣を切って東奔西走」オイスカ記録集編集委員会編 『道
を拓いた人々−−オイスカ開発の歩み』オイスカ	 9−46。 
荒木光弥 1987 「政府開発援助（ODA）と NGO（非政府機関）の役割」『オイスカ
誌』8−15。 
稲垣久和 2007 『国家・個人・宗教：近現代日本の精神』講談社。 
オイスカ 1967 「オイスカ国際活動促進議員連盟総会開かる」『オイスカ誌』通巻
60 号:32–33。 
―――― 1968 「学校法人中野学園	 天文地学専門学校開校」『オイスカ誌』通巻
76 号:17–27。 




海部俊樹 1968 「アジアの日本となるために」『オイスカ誌』20−21。 
神田道男・桑島京子 2006 「技術協力の新たな枠組みと JICA 調査研究―キャパシテ
ィ・ディベロップメントと人間の安全保障の観点から―」『国際協力研究』
21(1):1−18。 
国会会議録 1978 『参議院会議録情報	 第 84 回国会	 本会議第 20 号』（1978 年 5
月 10 日）。 
――――― 1979 『参議院会議録情報	 第 87 回国会	 本会議第 14 号』（1979 年 5
月 23 日）。 
佐藤栄作 1968 「祝辞」『オイスカ誌』通巻 74 号:29。 
佐藤寛 2002 「オイスカ型援助と ODA」オイスカ編『NGO による「人づくり」協
力――オイスカ農業研修生の軌跡』国際開発ジャーナル社、188-193。 
渋谷望 2003 『ネオリベラリズムの権力論：魂の労働』青土社。 
財団法人オイスカの「人を育てる」開発支援：渡辺知花 
 47 
島薗進 2001 『ポストモダンの新宗教―現代日本の精神状況の底流』東京堂出版。 
中野毅 2003 『戦後日本の宗教と政治』大明堂。 
中野実 1993 『日本の政治力学－誰が政策を決めるのか』日本放送出版協会 
中野良子 1991 『アジア発、地球へ』株式会社国際開発ジャーナル社。 
―――― 2002 『凛として、生命：かけがえのない地球に住まわせていただくため
に』清流出版株式会社。 
中野与之助 1963 『産業の宗教』文化社。 
――――― 1973 『農業の大教育（一）』オイスカ。 
日外アソシエーツ 2004 『20 世紀日本人名事典』日外アソシエーツ。 
伴正一 1974 「オイスカとの姉妹関係」『明日をつくる：オイスカの行動と理念』ジ
ャパンライフ社、90。 
古田重二良 1968 「真の人間形成を」『オイスカ誌』通巻 76 号:21。 
国際協力 NGO センター（JANIC） 2007 『NGO データブック 2006』JANIC。	 
JICA 1999 『人造り協力の概念整理に関わる考察』JICA。 
―― 2008 『国際協力機構年報 2008	 特集 JICA 事業の振り返りと、未来に向けて』, 
http://www.jica.go.jp/about/report/2008/spe01_01.html（参照 2011 年 8 月 17 日）。 
NGO 研究グループ 1983 『わが国の NGO による	 開発協力の現状と展望―他の先
進諸国（７ヶ国）との比較考察―』車両競技公益資金記念財団。 
Bornstein, Erica 2005 The Spirit of Development : Protestant NGOs, Morality, and 
Economics in Zimbabwe. Stanford: Stanford University Press.  
Chambers, Robert 1983 Rural Development—Putting The Last First. New York: John 
Wiley. 
--------------- 1997 Whose Reality Counts: Putting the First Last. New York: John Wiley. 
Cooke, Bill and Uma Kothari (eds.) 2001 Participation: The New Tyranny? New York: Zed 
Books.  
Cheah, Pheng 2006 Inhuman Conditions: On Cosmopolitanism and Human Rights.  
Cambridge: Harvard University Press. 
Cruikshank, Barbara 1999 The Will to Empower: Democratic Citizens and Other Subjects. 
Ithaca: Cornell University Press. 
Dean, Mitchell 2010[1999] Governmentality: Power and Rule in Modern Society. 2nd edition. 
London: SAGE Publications. 
Etzioni, Amitai 1995 The Spirit of Community: Rights, Responsibilities and the 
Communitarian Agenda. London: Fontana Press.   
Feher, Michel 2009 “Self-Appreciation; or, The Aspirations of Human Capital.” Public 
Culture 21(1): 21-41.  
Feldman, Ilana 2007 “The Quaker Way: Ethical Labor and Humanitarian Relief,” American 
Ethnologist 34(4): 689-705.  
Feldman, Ilana and Miriam Ticktin (eds.) 2010 In the Name of Humanity: The Government 
宗教と社会貢献 Religion and Social Contribution 2011.10, Volume 1, Issue 2: 23-48. 
 48 
of Threat and Care. Durham: Duke University Press. 
Ferguson, James and Akhil Gupta 2002 “Spatializing States: Toward an Ethnography of 
Neoliberal Governmentality.” American Ethnologist 29(4): 981-1002. 
Harvey, David 2005 A Brief History of Neoliberalism. Oxford: Oxford University Press. 
Hickey, Samuel and Giles Mohan (eds.) 2004. Participation: From Tyranny to 
Transformation? New York: Zed Books. 
Hirata, Keiko 2002 Civil Society in Japan: The Growing Role of NGOs in Tokyo’s Aid and 
Development Policy. New York: Palgrave Macmillan. 
Kamat, Sangeeta 2003 “The NGO Phenomenon and Political Culture in the Third World,” 
development 46(1): 88-93.  
Mertz, Elizabeth and Andria Timmer 2010 “Introduction: Getting It Done: Ethnographic 
Perspectives on NGOs,” Political and Legal Anthropology Review (PoLAR) 33(2): 
171-177. 
OISCA-International 1961 Summary of The Congress for Cultivating Human Spirit 
(unpublished). 
Pekkanen, Robert 2006 Japan’s Dual Civil Society: Members Without Advocates. Stanford: 
Stanford University Press.   
Redfield, Peter 2006 “A less modest witness: Collective advocacy and motivated truth in a 
medical humanitarian movement,” American Ethnologist 33(1): 3-26. 
Reimann, Kim 2010 The Rise of Japanese NGOs: Activism from Above. New York: 
Routledge. 
Rose, Nikolas 1999 Powers of Freedom: Reframing Political Thought. Cambridge: 
Cambridge University Press. 
Rudnyckyj, Daromir 2010 Spiritual Economies: Islam, Globalization, and the Afterlife of 
Development. Ithaca: Cornell University Press. 
